
４広報　さつま

必死に山道を歩く宮之城警察署の署員

青
年
海
外
協
力
隊
員

　
　
　
　
　
表
敬
訪
問

公
民
会
合
併
調
印

　
１１
月
２４
日
、
湯
田
区
公
民
館
の
「
上
の
一

公
民
会
」
と
「
宮
下
公
民
会
」
の
公
民
会
合

併
調
印
式
が
行
わ
れ
、
１８
年
４
月
か
ら
「
湯

田
上
公
民
会
」
が
新
た
に
誕
生
し
ま
す
。

　
こ
の
合
併
に
よ
り
町
内
の
公
民
会
数
は
、

１
５
３
公
民
会
と
な
り
ま
す
。

　
公
民
会
合
併
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

総
務
課
行
政
係
（
各
総
合
支
所
は
総
務
管
理

課
総
務
係
）
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
ジ
ャ
イ
カ
、
独
立
行
政
法
人

国
際
協
力
機
構
）
の
第
２
次
青
年
海
外
協
力

隊
事
業
に
本
町
の
山
下
和
也
さ
ん
（
２７
歳
・

虎
居
出
身
）
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
出

発
に
際
し
、
１１
月
２４
日
に
役
場
を
表
敬
訪
問

さ
れ
ま
し
た
。

　
山
下
さ
ん
は
、
ア
フ
リ
カ
南
東
部
の
マ
ラ

ウ
イ
共
和
国
に
派
遣
さ
れ
、
マ
ン
ゴ
チ
県
の

リ
ス
ン
ビ
ュ
イ
中
学
校
で
理
数
科
教
師
と
し

て
２
年
間
、
勤
務
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
「
日
本
の
代
表
と
し
て
意
識
を
高
く
持
ち
、

自
分
で
実
際
に
体
験
し
な
が
ら
、
未
来
の
マ

ラ
ウ
イ
、
そ
し
て
日
本
の
た
め
に
少
し
で
も

貢
献
し
た
い
。
」
と
力
強
く
抱
負
を
話
さ
れ
、

ま
た
町
長
も
「
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と

声
援
を
送
り
ま
し
た
。

～
湯
田
上
公
民
会
が
誕
生
～

豊
臣
秀
吉
が
通
っ
た

　
　
　
山
道
を
体
験

�

１１
月
２３
日
、
宮
之
城
警
察
署
の
署
員
が

「
４
０
０
年
前
に
豊
臣
秀
吉
が
通
っ
た
山
道
」

を
歩
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
署
の
健
康
づ
く
り
を
兼
ね
て

歴
史
を
知
る
目
的
で
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、

町
の
歴
史
に
詳
し
い
淵
之
上
三
男
さ
ん
（
屋

地
）
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
署
員
１２
人
が
参
加
し
、
宮
之
城
屋
地
か
ら

船
木
ま
で
５
キ
ロ
の
険
し
い
山
道
を
、
前
日

に
淵
之
上
さ
ん
が
張
っ
た
赤
い
テ
ー
プ
を
頼

り
に
、
木
々
を
か
き
分
け
た
り
、
斜
面
を
は

い
つ
く
ば
っ
て
登
っ
た
り
し
な
が
ら
約
３
時

間
か
け
て
歩
き
ま
し
た
。

追
悼
の
言
葉
を
述
べ
る
瀬
戸
口
会
長

町
戦
没
者
追
悼
式

　
１１
月
１６
日
、
「
さ
つ
ま
町
戦
没
者
追
悼
式
」

が
宮
之
城
文
化
セ
ン
タ
ー
で
し
め
や
か
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
追
悼
式
は
、
戦
没
者
の
遺
族
や
町
関
係
者

な
ど
が
見
守
る
な
か
、
井
上
町
長
や
瀬
戸
口

信
夫
町
遺
族
会
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
「
追
悼

の
こ
と
ば
」
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
「
献
詠
」
や
「
鎮
魂
の
舞
」
、

関
係
者
に
よ
る
「
献
花
」
が
行
わ
れ
、
戦
没

者
を
追
悼
し
ま
し
た
。


